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作品数 原住民作品数 作品数 原住民作品数
2013 36 18（50.0％） 126 29（23.0％）
2014 38 11（28.9％） 131 30（22.9％）
2015 34 14（41.2％） 140 32（22.9％）
2016 43 12（27.9％） 134 29（21.6％）






























を図 1に示す。作品の 1つが写真 3である。
2）生命・礼儀舞踊
　2013年～2017年の作品数は 122であった。作品



























『snaw sediq 勇士榮耀 -融』、『舞·肯給納斯』、『墾給
納斯』、『山迴·聚首』、『山之季』、『走山行』、『慶山海』、
『百合、鷹揚大武山』、『大武山的精靈』、『拉號山水情 

































































『迎賓舞』、『憶歡慶』、『Ma ka pa hay』、『阿美鬥舞』、『戰
舞』、『戰舞傳奇』2、『良月星辰竹節舞』、『竹之禮讚 -
響鈴祭祖慶佳節』、『編織酒舞』、『竹舞豐收慶佳節』、『頌
揚禮讚』
『射日傳說』、『獵日』、『射·日』、『鄒族射日傳說』、『月
桃之愛』、『源起不滅泰雅情』、『小米傳說』、『彩虹的
守候』、『鄒楓之神話』、『雲端上的傳說』、『尋 ga ga』、
『大洪水傳說』、『馬那邦山下的腳印』、『人蛇戀傳說 ~
排灣篇』、『Kurakurau（孔雀珠之戀）』、『Ivut 美麗織
紋的約定』、『聖鳥傳說』、『苡莉的編織』『瓦旦的獵悟』、
『愛與憶』、『布農的逆襲—抗日英雄拉荷阿雷』、『百合
之戀』
写真４　『Pakarongay（巴卡隆耐）』（2014）
図３　娯楽舞踊作品名
写真５　『竹之礼讚─響鈴祭祖慶佳節』（2013）
図４　伝説舞踊作品名
台湾の学校体育における伝統舞踊の位置づけ 89
住民文化の理解を深めることができると考えられ
た。
　以上のことから、近年の全国学生舞踊コンクール
決勝大会の原住民舞踊作品は、5年間にわたり毎年
2割以上の参加作品数があった。それらの作品は、
民俗舞踊として原住民の各地域の祭儀、情景、物語、
出来事等を表現している作品であることが確認され、
作品創作を通して、児童生徒は、伝統文化について
学ぶことができていると考えられた。
　最後に、毎年、全国学生舞踊コンクールへの参加
を目的として、新たな原住民舞踊作品が創作され上
演されていることから、このコンクールの存在は、
台湾の原住民舞踊の継承の重要な根拠の一つとなっ
ているといえる。
Ⅴ　今後の課題
　本研究では、学生を対象としたコンクールの近年
5年間の原住民舞踊作品の実態を明らかにすること
に留まった。まずは、本稿を一資料とし、今後は、
さらに対象を拡げ継続調査していくこととする。
　また、原住民舞踊の歴史的変遷、舞踊教育におけ
る原住民舞踊の位置づけ、16の原住民におけるそ
れぞれの舞踊の特徴など、原住民舞踊をめぐる様々
な視点から資料を構築し、台湾における原住民舞踊
の継承と発展の様相を明らかにしていきたいと考え
る。
　さらに、これらの資料を積み重ねることによって、
日本の学校体育における「フォークダンス」の授業
の在り方について検討したい。
注
 1．当時の台湾のリーダ蒋介石の長男である。
 2．蒋介石の『民生主義育樂兩篇補述』第三章第四節身体的
康楽による。
 3．舞踊家李天民（1925─2007）は、1949年から原住民の地
域に赴き、南の屏東県の三地門、花蓮県吉安郷の田浦部
落、花蓮県秀林郷、台東県などの地域に住む、阿美族（ア
ミ族）、布農族（ブヌン族）、排灣族（バイワン族）、卑
南族（プユマ族）などの原住民を訪ね、現地の原住民の
舞踊を学び、中華民族舞踊コンクールのための原住民舞
踊作品を創作していった。
 4．台湾降伏後、中華民国政府は、占領時の日本が「高砂族」
と命名した原住民を漢語名で「高山族」または「山地人」
と呼称するようになったため、かれらの民族舞踊は「山
地舞」と呼ばれるようになった。実際、蘭嶼（台湾島東
南海上の島）に住む達梧族（タオ族）を除き、台湾島の
山地に居住している。
 5．「實施要點附件（一）舞蹈類型補充説明一、古典舞：中
華民族歴代之古典型式、且具有其傳統文化内涵與風格的
舞蹈；含祭典舞蹈、宮廷舞蹈、禮儀舞蹈、戲曲舞蹈…等
類。二、民俗舞：中華民族各地區的生活節慶、民風特色
的舞蹈、含各民族節令舞蹈、郷土舞蹈、原住民舞蹈…等
類。三、現代舞：以多元型式的技巧、表現現代人文思想、
及反映當代社會風貌、意識、精神之創新風格的舞蹈。四、
創造性兒童舞蹈以兒童為中心、引導兒童觀察生活環境及
周遭事務、透過肢體探索呈現出來、形成具有童趣與創新
思考的舞蹈。」
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